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用いられている動詞等の実態
―『権記』の場合―
清　水　教　子
はじめに
平安時代の変体漢文の公卿日記、藤原行成（972年～1027年）の『権記』（991年～1011
年の記事）（注１）を資料として取り上げる。記事の内容と密接に関わっている語彙として、
一体どんな動詞が用いられているのか、その全貌を明らかにすることが当面の研究課題
である。
ところで周知のように、一つの文献に用いられている語彙を品詞の観点から見た場合、
異なり語数における動詞は名詞に次いでその占める割合が大きい。そして名詞と動詞を
併せたものは84％を超えていて、この２品詞だけでその文献の内容の主要部分が明らか
になるのである。例えば、『権記』（以下、本文献と呼ぶことにする）と同時代の女性の
書いた和文では、異なり語数に関して次のような数値（注２）が示されている。『源氏物語』
では名詞42.5％―動詞44.6％、『枕草子』では名詞53.5％―動詞34.7％、『蜻蛉日記』では
名詞47.1％―動詞38.2％、『紫式部日記』では名詞50.7％―動詞33.9％といった具合であ
る。
しかし、１文献に用いられている動詞の全貌を明らかにすることは容易ではない。な
ぜならば、異なり語数・延べ語数を把握するだけで時間がかかるからである。そこで本
稿では実質名詞「事（こと）」に焦点を絞って、それに関連して用いられている動詞等に
ついて考察する。品詞、異なり語数・延べ語数、語種（和語・漢語・混種語）の観点や
文脈上どんな意味合い（記者の評価）で用いられているかについて調査し、動詞等の一
実態を明らかにしたい。「事」はそのときそのときに行っている政治や行事等に関するこ
とで、「事」の直前又はそれ以前に内容が明記されている。それを受けて「事」と記して
いる。
また、動詞「了。」類や「了…す」類に関しては、その後ろに続く文中の動詞に注目し
て、「事」が終わった後の平安時代の貴族の男性の行動様式のようなものを窺うこともし
てみる。
「事」に関連して用いられている動詞等の「よみ」については、本文献の中でのその
漢字の用法、平安時代の人々が書記言語生活に用いた辞書『色葉字類抄』（注３）での「よ
み」、平安時代の複合動詞として認められたもの（注４）、変体漢文の訓点資料（注５）などにお
ける訓読等を考慮して決めた。
本文献の具体例を引用する場合は、例えば、『増補史料大成　権記一』の長保５年
（1003）７月19日の記事（291ページ下段）ならば、「事了出給　詣御共　帰家」（長保５．
７．19一291下）のように記すこととする。下線（了）は私に付けたものである（以下
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同じ）。又、漢字は可能な限り常用漢字に改めている。語の「よみ」は、和語は「平仮
名」、漢語は「片仮名」で表記している。
なお、その日の記事が「事了。」ほかで終わっている場合は（×）印を付けて、他の用
例と区別している（以下同じ）。
一　実質名詞「事（こと）」に関連して用いられている動詞等
実質名詞「事（こと）」（注６）に関連して用いられている動詞等は、「事」を含む1文の構
成から、Ⅰ‐題目としての「事」の場合、Ⅱ‐目的語等の「事」の場合に２大別し、更
に次の六つに大別して述べることにする。
Ⅰ‐題目としての「事」の場合
１　「事了（ことをはぬ）。」［「をはる」のみも考えられるが、完了の助動詞「ぬ」
を補読した（注７）］類の場合
２　「事了…す（ことをはて…す）」類の場合
３　「事（こと）…す（こと…す）（…が「了」類以外の動詞）」の場合
４　「事（こと）…（…が形容詞・形容動詞）」の場合
Ⅱ‐目的語等の「事」の場合
５　「…事（こと）が目的語」の場合
６　「於事…（ことにして）」の場合
１の「事了。」の類の場合は、「をはる」が「了・訖・終・畢」の４字用いられている。
先述の『色葉字類抄』によれば「了ヲハル終畢訖卒（14字省略）求已上同」（上ヲ辞字前田
本83ウ３）とあり、本文献に見られる４字は、20字中初出から４番目までの漢字である。
２の「事了…す」の類の場合は、「をはる」が１の「事了。」類の場合と同じく「了・
訖・終・畢」の４字がある。
３の「事…す」は「了」類以外の動詞の場合で、異なり語数12、延べ語数16である。
４の「事…（…が形容詞・形容動詞）」の場合は、形容詞（形容詞相当語も含める）の
場合が異なり語数２・延べ語数２、形容動詞（形容動詞相当語も含める）の場合が異な
り語数７、延べ語数13である。
５の「…事が目的語」の場合は、異なり語数２、延べ語数２である。
６の「於事…」の場合は、異なり語数は５、延べ語数６である。即ち、動詞１（延べ
語数１）、形容詞１（延べ語数１）、形容動詞３（延べ語数４）である。
次に、以上の六つの場合についてそれぞれ具体例と共に述べていく。
二　「事了（ことをはぬ）。」の類の場合
巻末の［表１］に記したように、「事了。」類は「事了。」41例、「事訖。」５例、「事終。」
３例、「事畢。」１例の全50例である。「事了。」類のみの場合は、本文献に見られる文の
中では最も短い文の一つである。
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1 「事了（ことをはぬ）。」は全41例である。「了」は４種類の漢字の中では用例数が
圧倒的に多い（82.0％）。次のような具体例がある。
○　有除目之事　子四剋事了 大臣退下　（長徳元．９．28一16上）
○　御物忌也　御前試　丑剋事了（×） （長徳４．11．23一57下）
○　僧正衣鉢資具皆施諸僧　夜半許事了 戒秀導師　（×） （長保４．９．20一272
上）
○　令輔忠朝臣邦祈並理義朝臣等 火　遅明各事了（×） （寛弘８．７．11二172上）
○　未秉燭事了 入夜撤堂荘厳　（寛弘８．８．２二175上）
上記の用例のように「事了」の直前に「時」を示す語のあるものが多いが、次の例の
ようにそれを伴わないものもある。
○　次参冷泉院　御仏名也　事未了 与成信中将同車帰参内　（長徳４．12．15一60下）
○　納言即起座参中宮催行　事了 右大臣以下引参左府　（寛弘８．３．27二153上）
次に、「事了。」の後ろに続く文中の動詞（又は動詞相当語）に注目してみると異なり
語数23、延べ語数30である。そのうち移動を示すものは、和語として「出（いづ）」、「入
（いる）」、「御（おはします）」、「下（自動詞おる）」、「帰・還（かへる）」、「退下（しりぞ
きおる）」、「参（まゐる）」の７語、漢語として「還御（クワンギヨ）」の１語、混種語と
して「退出（タイシユツす）」の１語、併せて９語（39.1％）である。それ以外のものは、
和語として「遷兼（うつりかぬ）」、「仰（おほす）」、「書（かく）」、「下（くだす）」、「定
（さだむ）」、「立（他動詞たつ）」、「奉（たてまつる）」、「取（とる）」、「拾（ひろふ）」、「申
云（まうしていはく）」、「招（まねく）」、「了（をはる）」の12語、混種語として「休息
（キウソクす）」、「奏（ソウす）」の２語、併せて14語である。用例数は、移動を示す和
語「参」が最も多くて３例である。「出」と「仰」と「書」と「帰・還」と「退出」の５
語が２例ずつ、残りの17語は全て１例ずつである。移動を示す「参」が最も多く用いら
れている。次に具体例をいくつか示す。。
○　夜半許事了 参内　于時子二剋（×） （長保２．12．７一179上）
○　束帯参八省　入夜事了 右府出給　詣御共　（寛弘３．正．８二49上）
○　各有縁人々密密入之　例也　事了 与春宮大夫宰相中将退出 （寛弘８．６．25二
163上）
○　子三剋事了 以右近府生下毛野公奉為御鷹飼之由　依勅仰出納允政　（長徳４．11．
25一57下）
○　以右近少将雅通為代官　亥四剋事了 書下名　（寛弘元．正．６二２下）
２　「事訖（ことをはぬ）。」は全５例である。そのうち、１例のみ「事訖」の直前に
「時」を示す語がなく、残り４例にはそれがある。
○　節会如常　丑剋事訖（×） （長徳４．正．16一22下）
○　令大夫達聊羞酒　秉燭事訖 各退出 （長徳４．11．３一54上）
○　午剋召陪従以上　未剋事訖 騎用左大殿御馬　（長保２．３．29一118上）
○　午剋事訖 未剋参花山院　（長保４．４．３一255上）
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○　参内　御読経結願也　事訖　左大臣以下　於右杖被定申来月十一日神今食行幸事等
（寛弘６．５．28二119上）
次に「事訖。」の後ろに続く文中の動詞に注目してみると、異なり語数・延べ語数は共
に４である。そのうち移動を示すものは混種語「退出（タイシユツす）」と和語「参（ま
ゐる）」の２語（50.0％）、それ以外が和語の「騎用（のりもちゐる）」と「定申（さだめ
まうす）」の２語である。
３　「事終（ことをはぬ）。」は全３例で、いずれもその直前に「時」を示す語又は句
を伴っている。
○　月未入山椒事終 退出 （寛弘元．正．７二２下）
○　宣命余　禄中将　子剋許事終 （×） （寛弘４．11．17二90上）
○　見参等奏　宣命左武衛相公　子剋事終 （×） （寛弘７．正．１二130上）
次に「事終。」の後ろに続く文中の動詞に注目してみると、異なり語数１、延べ語数１
で、移動を示す混種語「退出（タイシユツす）」である。
4 「事畢（ことをはぬ）。」は次の１例のみで、その直前に「時」を示す語を伴ってい
る。
○　卯剋許事漸畢 源中納言　権大僧都深覚　相共向円成寺　（寛弘８．７．９二171
上）
次に「事畢。」の後ろに続く文中の動詞に注目してみると、上記のように移動を示す和
語「向（むかふ）」が用いられている。
三　「事了…す（ことをはて…す）」類の場合
「事了…す」類の場合は、先述の二「事了。」類の場合と同じく、「をはる」の漢字に
「了・訖・終・畢」の４種類がある。「事了。」が単文であるのに対して、「事了…す」は
重文に相当すると言える。「了」が164例（91.7％）、「訖」が11例、「終」と「畢」が２例
ずつの全179例である。
1 「事了…す（ことをはて…す）」は、４種類の漢字の中では圧倒的に用例数が多く
164例（91．7％）である。
「…す」に当たる動詞（動詞相当語も含める）は異なり語数44、延べ語数164である。
移動を示す混種語「退出（タイシユツす）」が最も用例数が多くて37例（22.6％）ある。
次いで和語「参（まゐる）」25例、「帰・還（かへる）」と「着・就（つく）」の２語が９
例ずつ、漢語「還御（クワンギヨ）」８例、和語「有（あり）」６例、和語「出（いづ）」
と「給・賜（たまふ）」の２語が５例ずつ、和語「入（いる）」と退下（しりぞきおる）」
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と「罷出（まかりいづ）」と混種語「同車（ドウシヤす）」の４語が４例ずつ、和語「帰
参・還参（かへりまゐる）」と「候（さぶらふ）」と「詣（まうづ）」と混種語「奏（ソウ
す）」の４語が３例ずつ、和語「被（かづく）」と「取（とる）」と「載（のる）」と「施
（ほどこす）」と「分散（わかれちる）」の５語が２例ずつある。このうち移動を示すもの
は、「退出」、「参」、「還御」、「出」、「入」、「退下」、「罷出」、「帰参・還参」、「詣」の10
語である。
１例のみの動詞は異なり語数22である。移動を示すものとしては和語「行（いく）」、
「到（いたる）」、「御（おはします）」、「還着（かへりつく）」、「参上（まうのぼる）」、「罷
帰（まかりかへる）」、「向（むかふ）」、「将出（ゐていづ）」の８語、漢語「出御（シユツ
ギヨ）」と「入御（ジユギヨ）」の２語、異なり語数10である。それ以外のものは、和語
「相逢（あひあふ）」、「下（くだす）」、「勧（すすむ）」、「起（たつ）」、「散（ちる）」、「伝
（つたふ）」、「荷擔（になふ）」、「召（めす）」の８語、混種語「飲食（オンジキす）」、「見
物（ケンブツす）」、「巡検（ジユンケンす）」、「撤（テツす）」の４語、異なり語数12で
ある。
以上のことから移動を示す動詞は、異なり語数44のうち20語（45.5％）を占めている。
「事」が終わった後は、記者（藤原行成）・天皇・その他の人々などの誰かがその場所か
ら移動している。「退出（タイシユツす）」の用例数が最も多く37例（22.6％）で、移動
を示すものの代表ということができる。具体例は紙幅の関係上、用例数の多いものをい
くつか挙げるにとどめる。
○　依人不足殿上人執之　事了退出 左大臣自待賢門著八省給　（長保５．正．14一280
下）
○　微音也　事了参内之間　余於陽明門称障出　（長保４．９．１一269下）
○　仍奉外題　事了帰家　（×） （長保４．４．３一295上）
○　但階下上官座不設　事了還御後除目　（長保５．８．16一293下）
○　事了依申物忌不着南所　参内　（寛弘８．３．26二152下）
○　仍不用六位用四位歟　事了有申文　（長保元．10．21一81下）
○　座主淑光云云　事了出 （×） （寛弘２．８．２二36下）
○　事了給御衣等　亥剋退出（×） （寛弘７．正．２二130下）
○　予亦軽服也　事了入内　次詣枇杷殿　（長保５．正．21一281上）
○　事了与大蔵相公同車帰（×） （寛弘元．３．25二８下）
○　御導師慶 事了給禄罷出（×） （長保３．４．８一207下）
2 「事訖…す（ことをはて…す）」は全11例である。「…す」に当たる動詞は異なり
語数７、延べ語数11である。移動を示すものとしては混種語「退出（タイシユツす）」と
和語「参（まゐる）」の２語が３例ずつ、和語「詣（まうづ）」と「分散（わかれちる）」
の２語が１例ずつある。そのほかのものとしては混種語「奏（ソウす）」と和語「給（た
まふ）」と「就（つく）」の３語が１例ずつ見られる。即ち、異なり語数７のうち移動を
示すものは４語（57.1％）である。そのほかのものが３語である。先述の１の場合
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（45.5％）よりも、移動を示す動詞の占める割合の多いことが分かる。用例数の最も多い
動詞は、１と同じ「退出」と「参」である。次に具体例をいくつか示す。
○　今日殿下酒肴並楽所饗等内蔵寮給也　事訖各退出 撤御装束後（以下省略）（長保
３．10．７一1228下）
○　侍臣候座如例　事訖参法興院　（長保２．２．12一112上）
○　左大弁宰相中将同参会　事訖詣左府　詣東院　帰家（×） （長保４．３．16一251
下）
○　次第如例　事訖各々分散 此日次第可尋書（×） （長徳３．７．５二222上）
3 「事終…す（ことをはて…す）」は次の１例で、移動を示す混種語「退出（タイシ
ユツす）」が用いられている。「事終」の直前に「時」を示す語を伴っている。
○　歌人等猶立南廊　申剋事終退出（×） （寛弘元．３．22二８上）
４　「事畢…す（ことをはて…す）」は次の１例で、上記３と同じく混種語「退（「タ
イシユツす」」が用いられている。
○　又給疋絹於主殿官人　事畢大臣退出給　（寛弘８．12．28二216下）
四　「事…す（…が「了」類以外の動詞）」の場合
「事…す（…が「了」類以外の動詞）」の場合の「事」は、先述したように題目（「事」
に関して言えば）を示している。「…す」の異なり語数は12、延べ語数は16である。当
然ながら移動を示す動詞は皆無である。用例数は混種語「一定（イチヂヤウす）」と和語
「発（おこる）」、「違（たがふ）」、「始（はじまる）」の４語が２例ずつで、残りの８語―
和語「有（あり）」、「叶（かなふ）」、「定（さだまる）」、「記（しるす）」、「似（にたり）」（注８）、
「載（のす）」の６語、混種語「延引（エンインす）」、「延退（エンタイす）の２語―は１
例ずつである。
「事」が決まっているか否か、又は、決まるか否かに関する動詞は、次の用例のよう
に「一定（イチヂヤウす）」と「定（さだまる）」の２語がある。
○　又所司已勘申日時　事亦一定 更以謬説所被申行　如失首尾　（長保２．７．１一
134上）
○　亦彼日可行葬事云云　事未一定　相定可申仰左大臣者　（長保２．12．19一184上）
○　只今罷帰見病者之体　若有宜間可参入　但事不定之由　（長徳４．４．２一35上）
文全体でどちらかと言えば好ましくないという意味合いで用いられていると考えられ
るものは、次に例を示すように「延引（エンインす）」、「延怠（エンタイす）」、「似［（軽
軽）（キヤウキヤウたるに）にたり］」、「違［例（レイに）たがふ］」の４語である。
○　此間平中納言参入　申事已延引由　即退出　（長保元．12．９一96上）
○　召仰之事往反之間　事弥可延怠 随宜可奉仕　（寛弘８．10．19二202上）
○　然而被仰可延引之由　重被仰猶可行者　事似軽軽　仍又無所被仰　（長保２．７．
１一134下）
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○　而依彼懈怠自外記令催也云云　事頗違例　（長保３．９．９一223上）
文全体でどちらかと言えば好ましいものは、次例「叶［（節倹）（セツケンに）かなふ］」
１語である。
○　然則吏民経営自省其煩　事叶節倹　（長保４．３．19一252上）
記録するという意味の動詞は、次に例を示すように「記（しるす）」と「載（のす）」
の２語がある。
○　参内　行幸也　（中略） 権中納言所送也　事多不記 在別　（寛弘３．３．４二
53上）
○　是為帝皇之后　為若宮所為也云云　事多不載 （寛弘６．２．１二109上）
記者の評価に関係の無いものは、先述した「一定、定」、「記、載」の４語のほかに「有
［（限）（かぎり）あり］」、「発（おこる）」、「始（はじまる）」の３語がある。具体例は次
のとおりである。
○　田舎有愁　御幸之事縦従倹約　事已有限　上下供奉之人定有其数歟　（長保元11．
15一87下）
○　惟良言上之旨　専非官符之意　先向事発所　弁定可言上　（長保５．９．５一294
下）
○　参内　臨時御読経始也　不断経也　午剋事始 参左府　（長保５．５．８一288上）
五　「事…（…が形容詞・形容動詞）」の場合
「事…（…が形容詞・形容動詞）」の場合の「事」は、先述したように題目（「事」に
関して言えば）を示している。「…」が形容詞（又は形容詞相当語）の場合は、異なり語
数２、延べ語数２である。即ち、和語「如（初）［（はじめの）ごとし］」、「無止（やむご
となし）」の２語である。「…」が形容動詞（又は形容動詞相当語）の場合は、異なり語
数７、延べ語数12である。即ち、混種語「急速也（キフソクなり）」、「懇切（コンセチ
なり）」、「倉卒（サウソツなり）」、「髣髴（ハウフツ）たり」、「非常也（ヒジヤウなり）」、
「狼藉（ラウゼキなり）」の６語、和語「実也（まことなり）」の１語、併せて７語であ
る。用例数は「非常也」が４例、「急速」と「狼藉」の２語が２例ずつ、残りの４語は１
例ずつである。否定的な評価の感じられるものは、「非常也」と「狼藉」の２語（28.6％）
である。次に具体例をいくつか挙げる。
［形容詞（又は形容詞相当語）の場合］
○　於陣外令民部乳母伝旨洩奏　乳母云　事非如初　頗有恩容者　（長保２．４．７一
120下）
○　所参入　右衛門督藤原朝臣　忠輔朝臣只二人也　事已無止 只両三人定申之事有憚
（長保元．12．27一101下）
［形容動詞（又は形容動詞相当語）の場合］
○　仰云　事是急速也 差出納可遣召　（長保２．12．17一183上）
○　可相語　依事懇切来逢云云　其間清談　（寛弘元．２．27二５下）
○　今日禄依事倉卒多用練衾　還御　（長保２．10．15一169下）
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○　詣左府　有所被奏之事　事甚非常也 是邪気詞也　（長保２．５．25一129下）
○　以是欲為証拠　事甚髣髴無見子細云云　（寛弘８．11．９二206上）
○　答不知由　仍令催参　頃之帰来云　事已実也 （長保２．12．16一181下）
○　家奴一人依事狼藉陳可掩門戸之由　（長保２．７．26一140下）
六　「…事（こと）が目的語」の場合
「事（こと）」が目的語の場合は、それに関連する動詞は異なり語数２、延べ語数３で
ある。即ち、和語「即（つく）」、「触（ふる）」２語である。具体例は次に示すとおりで
ある。
○　有作文　題於宇治別業即事 序者以言　（寛弘元．９．21二19下）
○　赴三井寺　相逢両将　殊逢中将談心事　触事催涙　入夜帰洛　（長保３．３．24一
205下）
○　此事猶近衛次将可候有便　内侍候時事触無便　（寛弘８．11．28二208上）
七　「於事…（ことにして）」の場合
「於事（ことにして）」は、「事にあっては」という意味である。それに関連する語は
異なり語数５、延べ語数６である。動詞は混種語「商量（シヤウリヤウす）」１語・１例
で、「あれこれと考えること」という意味である。形容詞（又は形容詞相当語）は、混種
語「無便宜（ビンギなし）」と「無便（ビンなし）」の２語で、用例数は１例ずつである。
両者共に「好都合でないこと」という意味である。形容動詞（又は形容動詞相当語）は、
混種語「不便也（フビンなり）」と和語「不穏（おだやかならず）」の２語である。用例
数は前者が２例、後者が１例である。前者は「都合の悪いこと」、後者は「平穏ではない
こと」という意味である。
以上のことから、動詞「商量」を除いて他の４語はいずれも否定的な評価を示してい
る（80.0％）。具体例は次のとおりである。
［動詞の場合］
○　不披理非　推以［空］被忿怒　於事可商量 為謝申詣左府申案内了　（長保５．正．
14一280上）
［形容詞（又は形容詞相当語）の場合］
○　大臣亦曰　（中略） 而事由被遅奏　違例不制止　於事無便宜云云　（寛弘８．８．
27二182下）
○　未勤其役　重申此［役］ 於事無便 加之有一上宣　（長保２．９．11一158上）
［形容動詞（又は形容動詞相当語）の場合］
○　御返事云　光尹事先日自東三条院有被申之事　而受領史買上階於事不穏 仍不承之
（長保２．９．23一159下）
○　余示云　教忠最有便事也　且諸人皆病之中職事之人不候　於事不便也 （長徳４．
７．14一41下）
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○　相府命云　依早難出　触穢籠居　於事不便 （長保元．12．23一100上）
ま　と　め
以上、実質名詞「事」に注目して、それに関連して用いられている動詞等を考察して
きた。その結果、本文献に見られる特徴は次の７点にまとめることができる。
１　巻末の［表７］からわかるように、異なり語数・延べ語数の両方において動詞の
占める割合が最も大きく、形容動詞・形容詞の順に小さくなっている。動詞は異なり語
数の点で16（55.2％）、延べ語数の点で248（92.8％）を占めている。
２　巻末の［表８］からわかるように語種の観点からは、和語16（53.3％）、混種語14
（46.7％）、漢語０となっていて、和語が混種語よりもわずかに多い。
３　巻末の［表１］～［表４］からわかるように、動詞の中では「了。」類と「了…
す」類に見られる「了」類の用例数が最も多い。動詞全体248例中229例（92.3％）を占
めている。即ち、実質名詞「事」に関連して用いられている文は、単文「事了。」類、重
文「事了…」類の２文型が基本であると言える。
４　動詞「をはる」の漢字としては「了・訖終・畢」の４字が単文・重文のいずれに
も用いられているが、用例数の上から「了」が圧倒的に多い。即ち、両者併せて229例
中205例（89.5％）を占めている。
５　「事」に関連して用いられている文で、記者の評価としてどちらかと言えば好ま
しくない場合は、動詞（動詞相当語も含める）「似（軽軽）」、「延引」、「延怠」の３語、
形容詞「無便宜」、「無便」の２語、形容動詞（形容動詞相当語も含める）「非常也」、「狼
藉（なり）」、「不便也」、「不穏（おだやかならず）」の４語である。即ち、異なり語数16
のうち９語（56.3％）を占めている。
６　「事了。」類、「事了…」類の文型において「了」類の後ろに続く文中の動詞に注
目した場合、移動を示すものは次のようになる。
「事了。」類では、和語は「入」、「御」、「帰・還」、「下」、「退下」、「参」、「向」の7語、
漢語は「還御」の１語、混種語は「退出」の１語で、異なり語数９である。
「事了…」類では、和語は「出」、「入」、「退下」、「帰参・還参」、「詣」、「罷出」、「参」、
「分散」の８語、漢語は「還御」の１語、混種語は「退出」の１語で、異なり語数10で
ある。両文型に共通する語をまとめると、和語は「入」、「退下」、「参」の３語、漢語は
「還御」の１語、混種語は「退出」の１語で、異なり語数５である。ほかに共通しない語
が８語あるので、計13が異なり語数になる。両文型併せて異なり語数は26なので、その
うちの13語は丁度50.0％を占めていることになる。即ち、「事」が終わってから他の場所
に移動するという行動様式を示す動詞の異なり語数が全異なり語数の半分を占めている
のである。
７　上記６に関連して移動を示す動詞の用例数は、混種語「退出」が46例、和語「参」
が32例で、残り11語の各用例数より遥かに多い。「退出」は事の終わった場所から出て
例えば自宅に帰ることが連想されるが、「参」は事の終わった場所から例えば宮中などに
別の用事で行くことが連想される。
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［注］
１　『増補史料大成　権記一』・『増補史料大成　権記二』（臨川書店　1982年）を資
料として用いた。
２　宮島達夫編『古典対照語い表』（笠間索引叢刊４　1992年）のp334による。
３　中田祝夫・峰岸　明編『色葉字類抄研究並びに索引　本文・索引編』（風間書房
1964年　鎌倉時代書写）のことである。
４　東辻保和・岡野幸夫・土居裕美子・橋村勝明編『平安時代複合動詞索引』（清文堂株
式会社　2003年）のことである。
５　高山寺典籍文書総合調査団編『高山寺本古往来　表白集』（東京大学出版会　1972
年　『高山寺古往来』は院政末期の訓点資料）、築島　裕編『高野山西南院蔵和泉往来
総索引』（古典籍索引叢書９　汲古書院　2004年　1186年加点の訓点資料）などであ
る。
６　注３の『色葉字類抄』には「事コト（下コ人事前田本５オ２）」とある。
７　「一々ニ言上已（ニ）了（ン）ヌ 」（注５の『高山寺本古往来』106行め）の例の
あることから、完了の助動詞「ぬ」を加えることにする。
８　「似」は「にる」であるが、注５『和泉往来総索引』に「流跡絶ヘタルニ似タリ」
（19行め）とあることから、存続の助動詞「たり」を付け加えている。
（しみず　のりこ／本学助教授）
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［表１］ 「事了（ことをはぬ）。」類の場合　（全50例）
事了。
41例（82.0％）
事訖。
５例（10.0％）
事終。
３例（6.0％）
事畢。
１例（2.0％）
［表２］ 「事了…す（ことをはて…す）」類の場合　（全179例）
事了…す
164例（91.6％）
事　…す
11例（6.1％）
事終…す
２例（1.2％）
事畢…す
２例（1.2％）
［表３］ ［表１］と［表２］を一緒にしたもの　（全229例）
事了。 事了…
205例（89.5％）
事　。 事　…
16例（7.0％）
事終。 事終…
５例（2.2％）
事畢。 事畢…
３例（1.3％）
［表４］ 「事（こと）…す（…が「了」類以外の動詞）」の場合
［異なり語数12 延べ語数16］
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
語
有（限）
発
叶（節倹）
定
記
違（例）
似軽軽
載
始
一定
延引
延怠
よ　　み
（かぎり）あり
おこる
（セツケンに）かなふ
さだまる
しるす
（レイに）たがふ
（キヤウキヤウなるに）にたり
のせる
はじまる
イチヂヤウす
エンインす
エンタイす
語　種
和語
和語
和語
和語
和語
和語
和語
和語
和語
混種語
混種語
混種語
用例数
1
2
1
1
1
2
1
1
2
2
1
1
［表５］ 「事（こと）…（…が形容詞・形容動詞）」の場合
形容詞［異なり語数２　延べ語数２］ 形容動詞［異なり語数７　延べ語数12］
1
2
3
4
5
6
7
8
9
語
如（初）
無止
急速也
懇切
倉卒
髣髴
非常也
狼藉
実也
よ　　み
（はじめの）ごとし
やんごとなし
キフソクなり
コンセチ（なり）
サウソツ（なり）
ハウフツ（たり）
ヒジヤウなり
ラウゼキ（ナリ）
まことなり
語　種
和語
和語
混種語
混種語
混種語
混種語
混種語
混種語
和語
用例数
1
1
2
1
1
1
4
2
1
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［表６］ 「事（こと）が目的語」の場合
［異なり語数２　　延べ語数２］
1
2
語
即（事）
触（事）
よ　　み
（ことに）つく
（ことに）ふる
語　種
和語
和語
用例数
1
1
［表７］ 「於事（ことにして）」の場合
動詞　　［異なり語数１　延べ語数１］
形容詞　［異なり語数２　延べ語数２］
形容動詞［異なり語数２　延べ語数３］
1
2
3
4
5
漢　字
商量
無便宜
無便
穏
不便也
よ　　み
シヤウリヤウす
ビンギなし
ビンなし
おだやか（なり）
フビンなり
語　種
混種語
混種語
混種語
和語
混種語
用例数
1
1
1
1
2
［表８］ 「事」に関連して用いられている動詞等の品詞別一覧
品　　詞
動詞
形容詞
形容動詞
計
異なり語数
16 （ 55.2％）
4 （ 13.8％）
9 （ 31.0％）
29 （100.0％）
延べ語数
248 （ 92.8％）
4 （ 1.6％）
15 （ 5.6％）
267 （100.0％）
［表９］ 動詞における「了」類の割合
動　　詞
「了」類
その他の動詞
計
異なり語数
1 （ 6.2％）
15 （ 93.8％）
16 （100.0％）
延べ語数
229 （ 92.3％）
19 （ 7.7％）
248 （100.0％）
［表10］ 「事」に関連して用いられている動詞等の語種別一覧（異なり語数）
1
2
3
4
5
6
構文の分類
「事了。」の類
「事了…す」の類
「事…」（…が動詞）
「事…」（…が形容詞・
形容動詞）
「…事」（事が目的語の
場合）
「於事…」
品詞、異なり語数
動詞 1
動詞 1
動詞 12
形容詞 2
形容動詞 7
動詞 2
動詞 1
形容詞 2
形容動詞 2
計
％
和語
1
1
9
2
0
2
0
0
1
16
53.3
漢語
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
混種語
0
0
3
0
7
0
1
2
1
14
46.7
